
令和５年１２月 
なでしこ小学校 

令和年５度 学校生活に関するアンケート結果（３～６年児童 計３４１名回答） 
 
１ 児童の様子について 
①学校生活を楽しく送っている。 

②基本的な生活習慣を身に付けている。 

③すすんで学習に取り組んでいる。 

④学年に応じた基礎学力を身に付けている。 

⑤健康に気を付けて生活している。 

⑥よく本を読んでいる。 

⑦外国語に慣れ親しんでいる。 

⑧友達と仲がよい。 

⑨色々な人にすすんであいさつをしている。 

⑩家庭学習をしている。 

２ 学習指導・生活指導・安全指導について 
①授業は楽しく分かりやすい内容である。 

②授業ではみんなの様々な意見が交流されている。 

③授業ではきたコンやプロジェクターなどをよく使っている。 

④算数の少人数学習は分かりやすい。 

⑤学級活動やクラブ活動・委員会活動はよく行われている。 

⑥いろいろな学年や学級の友達と仲良くしている。 

⑦学校では健康に関する学習がよく行われている。 

⑧学校では安全・防災に関する教育がよく行われている。 

⑨学校は安全に生活できる環境整備がされている。 

⑩通知表は自分の学校での様子がよく分かるものになっている。 

３ 家庭・地域との連携について 
①学校の月目標や週目標を意識している。 

②学習したことを地域での生活に生かしている。 

③学校は困ったときや悩んだときの相談しやすい人がいる。 

④先生とお家の人は協力している。 

⑤ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰなど色々な大人が授業に参加している。 

⑥保護者会、個人面談であった話は家でもしている。 

⑦学校公開や行事にはお家の人はよく参加している。 

⑧学校はお便りやまなびポケット、ホームページなどで学校の取組を伝えている。 

⑨いろいろな問題に対し、先生方は協力して対応している。 

⑩学校では、先生以外の人にも相談することができる。 

⑪周年行事の取組は、学校を大切にする気持ちや地域の人々への感謝の気持ちにつながっている。 



令和５年１２月 
なでしこ小学校 

令和年５度 学校生活に関するアンケート結果（保護者 計３４５名回答） 
 
１ 児童の様子について 
①子供は学校生活を楽しく送っている。 

②子供は基本的な生活習慣を身に付けている。 

③子供はすすんで学習に取り組んでいる。 

④子供は学年に応じた基礎学力を身に付けている。 

⑤子供は健康に気を付けて生活している。 

⑥子供は本を読む習慣が身に付いている。 

⑦子供は外国語に慣れ親しんでいる。 

⑧子供は友達と仲がよい。 

⑨子供は色々な人にすすんであいさつをしている。 

⑩子供は家庭学習をしている。 

２ 学習指導・生活指導・安全指導について 
①授業は子供にとって楽しく分かりやすい内容である。 

②授業では子供同士の様々な意見が交流されている。 

③授業ではきたコンやプロジェクターなどの ICT 機器が効果的に活用されている。 

④算数の少人数学習は効果的に行われている。 

⑤学級活動やクラブ活動・委員会活動はよく行われている。 

⑥いろいろな学年や学級の子供同士が交流している。 

⑦学校では健康の保持増進に向けた教育が適切に行われている。 

⑧学校では安全・防災に関する教育が適切に行われている。 

⑨学校は安全に生活できる環境整備がされている。 

⑩通知表は子供の学校での様子がよく分かるものになっている。 

３ 家庭・地域との連携について 
①学校の教育目標や学校経営方針は分かりやすい。 

②学校の教育活動は保護者や地域の声が反映されている。 

③学校は困ったときや悩んだときの相談体制が整っている。 

④学校は家庭と意思疎通がとれている。 

⑤学校は様々な教育活動に地域人材を活用している。 

⑥保護者会、個人面談の時期や回数、方法は適切である。 

⑦学校の様子を公開する行事等は適切に行われている。 

⑧学校は書面や HP 等で学校の取組を伝えている。 

⑨学校は諸問題に対し、校内で組織的に対応している。 

⑩学校は様々な関係機関と連携を図っている。 

⑪周年行事の取組は、子供たちの愛校心や地域の方々への感謝の気持ちにつながっている。 



令和５年１２月 
なでしこ小学校 

令和年５度 学校生活に関するアンケート結果（教員 計２７名回答） 
 
１ 児童の様子について 
①子供は学校生活を楽しく送っている。 

②子供は基本的な生活習慣を身に付けている。 

③子供はすすんで学習に取り組んでいる。 

④子供は学年に応じた基礎学力を身に付けている。 

⑤子供は健康に気を付けて生活している。 

⑥子供は本を読む習慣が身に付いている。 

⑦子供は外国語に慣れ親しんでいる。 

⑧子供は友達と仲がよい。 

⑨子供は色々な人にすすんであいさつをしている。 

⑩子供は家庭学習をしている。 

２ 学習指導・生活指導・安全指導について 
①授業は子供にとって楽しく分かりやすい内容である。 

②授業では子供同士の様々な意見が交流されている。 

③授業ではきたコンやプロジェクターなどの ICT 機器が効果的に活用されている。 

④算数の少人数学習は効果的に行われている。 

⑤学級活動やクラブ活動・委員会活動はよく行われている。 

⑥いろいろな学年や学級の子供同士が交流している。 

⑦学校では健康の保持増進に向けた教育が適切に行われている。 

⑧学校では安全・防災に関する教育が適切に行われている。 

⑨学校は安全に生活できる環境整備がされている。 

⑩通知表は子供の学校での様子がよく分かるものになっている。 

３ 家庭・地域との連携について 
①学校の教育目標や学校経営方針は分かりやすい。 

②学校の教育活動は保護者や地域の声が反映されている。 

③学校は困ったときや悩んだときの相談体制が整っている。 

④学校は家庭と意思疎通がとれている。 

⑤学校は様々な教育活動に地域人材を活用している。 

⑥保護者会、個人面談の時期や回数、方法は適切である。 

⑦学校の様子を公開する行事等は適切に行われている。 

⑧学校は書面や HP 等で学校の取組を伝えている。 

⑨学校は諸問題に対し、校内で組織的に対応している。 

⑩学校は様々な関係機関と連携を図っている。 

⑪周年行事の取組は、子供たちの愛校心や地域の方々への感謝の気持ちにつながっている。 



令和５年１２月 

なでしこ小学校 

令和５年度 学校評価結果の分析 
 

１ 児童の様子について 
 ・「学校生活を楽しく送っている」という設問に対しては、児童・保護者共に約９０％は肯定的な回答をし

ている一方、児童は８.２％、保護者は４.９％が否定的な回答をしている。 

 ・「基本的な生活習慣が身に付いている」という設問に対しては、教員の否定的な回答が２２.２％であるの

に対し、保護者は６.４％、児童は９.３％とそれほど課題として捉えていない。 

 ・「すすんで学習に取り組んでいる」「学年に応じた基礎学力を身に付けている」という設問に対しては、児

童、保護者の「あてはまる」と肯定的に捉えている回答が教員の数値を大きく上回り、課題意識の差と評

価規準の違いが窺える。 

 ・「外国語に慣れ親しんでいる」という設問に対しては、否定的な回答が教員は３.７％とごく僅かであるの

に対して、保護者は５１％、児童は３８.７％と大きな差が見られる。 

 ・「友達と仲がよい」という設問に対して、保護者は６０.６％、児童は７０.７％が「あてはまる」と答えて

いる反面、児童の否定的な回答が４.１％あることから、個別の対応が求められる。 

 ・「すすんであいさつをしている」という設問に対しては、教員の７４.１％が否定的な回答をしているのに

対し、保護者は２９.３％、児童は約１８.５％であり、肯定的な回答の方が大きく上回るなど、実態の捉

え方に大きな差が見られる。 

 

２ 学習指導・生活指導・安全指導について 
 ・「授業は子供にとって楽しく分かりやすい内容である」という設問に対しては、保護者の７１.６％、児童

の８１.９％が肯定的な回答をしており、概ね満足のいく状況である。 

 ・「授業では子供同士の様々な意見交流がされている」という設問に対しては、「あてはまる」と答えた教師

は１４.８％であるのに対して、児童は５２.８％であり、授業の様相の捉えが大きく異なっている。 

 ・「授業でのＩＣＴ機器の利活用」、「算数における少人数指導の効果」については、それぞれ１７.４％、４

０％の保護者が「わからない」と答えており、学校公開の機会以外にも情報発信していく必要性が伺える。 

 ・「算数における少人数指導の効果」については、１１.４％の児童が否定的な回答をしており、個別最適化

した学びが実現されるよう、その方法と内容については更なる工夫が求められる。 

 ・「健康教育」「安全防災教育」の実施状況については、教師の否定的な回答がないのに対して、児童の否定

的な回答と「わからない」を合計した数値はそれぞれ、３７.２％、２３.５％と一定数おり、児童の理解

が深まっていないことが分かる。 

 ・「通知表は子供の学校での様子がよく分かるものになっている」という設問に対して、保護者の１８％、

児童の６.８％が否定的な回答をしており、評価内容やその方法について引き続き分かりやすい周知が求

められている。 

 

３ 家庭・地域との連携について 
 ・「月目標や週目標を意識している」という設問に対して、児童の３４.９％が否定的、または「わからない」

と回答しており、意識が高まっていない現状がある。 

 ・「教育活動は保護者や地域の声が反映されている」という設問に対して、保護者の１０.４％が否定的、３

６.２％が「わからない」と回答しており、社会に開かれた教育過程の実現には課題がある。 

 ・「困ったときや悩んだときの相談体制が整っている」という設問に対して、児童の２１.４％が否定的な回

答をしており、学校に関わる全ての大人が相談を受けられる体制であることの周知を図りたい。 

 ・「家庭との意思疎通」については、１９.４％の保護者が否定的な回答をしており、引き続き丁寧な対応を

心掛ける必要がある。 

 ・「校内における組織的な対応」や「関係機関との連携」については、それぞれ４６.４％、４３.２％の保護

者が「わからない」と回答しており、様々な機会に学校における諸問題への対応方法について周知を図り

たい。 


